
     

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からだの元気レター                         ５月 

 

ファミリー健康相談では、こんな相談が… 

5月は会社や学校などで健康診

断、自治体などでも様々な健診が

行われる月です。健康診断は疾病

の早期発見や生活習慣病の予防に

有効といわれ、医療費の削減にも

つながるため、国も積極的に取り

組んでいます。でも、健診結果の

数値の意味がわからなかったり、

それをどう生活に生かしていいか

わからなかったりするものです。

そんなときはファミリー健康相談

へ電話してください！ ヘルスア

ドバイザーと顧問医師が連携し、

適切なアドバイスをします。 

 

ご自分の健康、ご家族の健康で気になることがあったなら、ファミリー健康相談に相談です！ 

相談専用電話番号は各健康保険組合のホームページまたは健康保険組合発行の冊子等をご

らんください。 

 

 

 

ヘルスアドバイザーから

今月の一言 
 

食中毒に注意！ 

 
5 月になると初夏のよう 

な陽気の日もあり、食中毒

が気になりはじめます。以

前は、梅雨の季節から夏に

かけて発生件数が多いとさ

れてきましたが、住宅の密

閉度や冷暖房の普及によ

り、寒い季節にも発生件数

は多くなってきています。

また、ブドウ球菌、サルモ

ネラ菌、腸炎ビブリオなど

魚介類を中心とした食中毒

が多く見られていました

が、食生活の欧米化でウェ

ルシュ菌、カンピロバクタ

ーなど、牛、豚、鶏の腸管

由来のものが増えてきてい

ます。 

細菌によるものでは感染

型、毒素型に大別されます

が、毒素型の代表的なもの

が O-157 です。他にもウィ

ルス性のノロ、ロタウイル

ス、A型肝炎、E 型肝炎、 

また、自然毒素によるもの

で毎年発生しているのが野

生のキノコ、フグや貝毒に

よるものも後を絶ちませ

ん。 

予防として、日常生活の

中では、手洗いや、生もの

の調理に注意を払うことも

必要ですが、自然毒に対す

るものは、しっかりとした

知識を持った上で、食材に

取り入れるようにしましょ

う。 

 

 

 

Q：健康診断で、ピロリ菌陽性といわれました。医療機関で診てもらえば

除菌薬を処方してもらえますか？ 

A：ピロリ菌除去が保険適用となるには、ピロリ菌陽性の診断と内

視鏡による潰瘍や胃炎の確認等が必要になります。まず受診

し、治療等詳細について確認してください。 

 

Q：空腹感、疲労感が続いています。検査では異常なしといわれました

が、喉にも違和感があり不安になっています 

 A：喉の違和感については、耳鼻科で器質的な異常がないか確認し

てもらいましょう。空腹感、疲労感等体調の不調については、

それぞれの症状を総合的に診る総合内科へ行ってください。 

 

Q：嘔吐と腹痛の症状があります。すぐに救急外来で診てもらったほうが

よいでしょうか？ 

A：嘔吐後 2時間程度は絶飲食して様子をみてください。嘔吐が治

まり、腹痛も軽減して眠れるようであれば翌日の受診でもよい

ですが、強い腹痛が続くようであれば救急外来で診てもらいま

しょう。 

 

Q：ゴールデンウイーク明けでなんだか体調がすぐれません。なにか解

消方法はありますか？ 

A：体調不良は長い休みによる生活習

慣のリズムの崩れが考えられま

す。まず、規則正しい生活リズム

に戻し、睡眠を十分にとってくだ

さい。また、適度に運動をして身

体を動かすようにしましょう。 

 

 

 

 

 


